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カリキュラム・ポリシー
に基づく教育方法、教育
評価の取組みや自己点検・
評価結果

●平成29年度淑徳大学のカリキュラム・ポリシーの点検
評価の流れと実施

●アクティブラーニングの具体的な取組み
●授業アンケートとその結果の活用
●成績評価とGPA制度（※１）など直接評価
●学士力ルーブリック（※２）とその活用
●学修成果の間接的な把握

大学のカリキュラム・ポリシーに基づく教育
方法及び教育評価について、よい取組みをし
ている事が確認できた。特にルーブリックの
取組が評価できる。

アドミッション・ポリシー
の入学者選抜について

●アドミッション・ポリシーの公表
●アドミッション・ポリシーに基づいた入試の内容と特徴
●学生募集と中途退学やミスマッチを減らす取組み

入学者選抜については素晴らしい取組みである
ことが確認できた。今後もアドミッション・ポ
リシーやその取組みから、現在実施している自
分の考えを表現できる学生を引き続き募集の方
策を考えて、進めていただきたい。
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長谷川良信先生

唐沢 明 先生
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撮影する学生たち
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